
セッカ視察 
尾崎 ギ， ; 志 
私は． ロソ 漁業条約二 % づく漁 
業調査団の - 員として サ " リ 
ン・ ヵ ムチャッ ヵつ 視察を命せ 

られ， 44 年 7 月 22 円に横浜港を 
出航し 9 バ 5 口同港に帰航しま 
したか， その 46 円 問 に % る ソ連 
甲東 地域滞在中ハ 目案内容。 つ 
、 ・ : 報街 しまず， 
" .-     . - - -.   -   

; 中央説明するのは 尾崎氏・ : 

我々 つ 調査団は ， 日ソ両国で調査団の 交換 横浜を出発後約 l 日間で津軽海峡に 到達 

が 始まってから 第 Ⅱ口目に当っており ，本年 し ，その後，もう l 巳 間を要してナホトカ 港 へ 

度は特にカムチャッ カ におけるサケ ，マス 資 入港した，この 船の旅客の大部分は 日本人で 

源の人工的管理の 可能性について 検討すると あ り，外国昭に 乗ったという 感じは 殆 んどし 

いう目的をもって 派遣されたもので ，調査団 なかった。 この旅客の行先は 殆んどの人がヨ 

は 下記の 5 名によって構成さたた。 一 ロッパで，スエズ 運河の封鎖が 大いに影響 

し ，海路で ョ一 ロッ バ に 向う 人が殆どこのナ 

加藤正泰 ( 力く 産庁研究 l 課，調査官 ウ   
尾崎豊春 ( 水産庁さげ・ますふ 化場 ナホトカ浩ニ は 午後 3 時に入港したが ， 税 

伊藤 準 ( 水産庁遠洋水産研究所北洋 資 芯 関の所持品の 検査などを経てナホトカ 上陸は 

  午後 5 時であ った " 

三沢大八 ( 日本鮭鱒漁業協同組合連合会     ナホトカ港では                                               ソロ ー ( 太 、 i2 
三井義 ノ 、 ( 水産庁非常勤職員，                             洋 浄業海洋学研究所 j 次長の 7 ユーンン氏， 

ダ リ ルイバー ( 極東漁業 斤局 @ 企画室次長の 

  調査団は 7 月 2@ 日に本庁で種々の 打合せを 鈴木移民，チンロ 一のファジェーフ 氏のほ 

行ない， 7 月 22 日ソ連客船 ",, ロフスク号で か，視察を終了するまで 案内して下さったチ 

横浜港を出発した。 " バロフスク号は 紐トン ンロー・ サ 。 リン支所長 ル ; ヤソツヱフ氏 ， サ 
数約 5,000 トソ で，横浜 とナポトカ 及び香港 " リン漁業局実験室主任コールク 氏 ，ソ連刷 

の間を定期的に 運航しており ， 西 ドイッ製の の通訳で内務省所属の 遠藤氏，ナホトカ 漁港 

極めて豪華な 客船で，船室等も 居住注がよく ， 長の力 め ， : ッ サ ー 氏の 7 名と，ナホトカ 在日 

2 日間の快適な 船旅であ った。 この船が横浜 本領事館勤務の 参事官計 8 名が 港 まで乗用車 

を出港したのは 午前 1l 時であ るが，ソ連 船 の で出迎えてくれ ，直ちにナホトカ 港を見下す 

ため直ちにナホトカ 時間 ( 時差 l 時間 ぅ と左 位置に建っている 外国人専用のボスト 一 クホ 

      乗船と同時に 12 時に，時計を 修正した， テルに案内された ，小体正の後， ソ連側の出 
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迎え者と我々調査団との 間で今後の視察日程 げ ナホトカで ろ いいろの視察をしたい 旨を申 

の打合せが行なわれた。 出発双に本庁で 聞い し入れたが，反対にソ 連側から今晩サハリン 

た話によると ， 7 月 l9 日に横浜を出発するよ 向け出発することをお 願いされた恰好で．一 

う ソ連大使館から 連絡があ ったのは 7 月 l6 日 応ソ連側の示した 日程を了承した。 その後， 

であ り，到底この 日には間に合わないので 22  ホテルのレストラ ソ で歓迎合が開かれ ，ソ連 

日 に延期して貰ったとのことであ ったが， ナ 邦 到着の第 1 夜からウオートカ ，コニヤック 

ホトカヘ 来てみると日程がすべて l9 日横浜発 の攻撃を受けることとなった。 更に ，             

で 組まれており ，変更されたことが 何も現地 フスク号で食べたロシヤ 料理とは趣きを 異に 

の受け入れ例に 連絡がなかったと 去ってい する本場の料理が 山のように出され ， 油 料理 

た。 従って，日程の 打合せもソ連側の 受け入 の好きな小生でさえ 喉から落ちて 行かない種 

れ体制に合わせる 以外になく，我々も 一晩 ぜ の油濃い料理が 次から次へと 出て，この宴会 

は 延々と 5 時間に 

も 及んだ。 その間 

ソ連側の人の 食べ 

方を観察すると ， 

出て来た料理は 滞 

ることなく喉から 

胃袋に ドソドソ入 

れられ全く羨しい 

次第であ り， さす 

がに l00 ㎏の体重 

の 持ち主が 殆んど 

という国のすさま 

オホーツク魚族資源保護再生産調整 局 

じ いまでの 活フ J の 

根源を見たよう 

で， ド 肝を抜かれ 

た感じであ った。 

加えてウオート 

カ， コニヤックの 

飲みっ振りはグラ 

スのまま口の 中に 

入れ， グラスの中 

のものを口の 中 む こ 

あ げると云った 飲 

@ Ⅱ 母 八ロ 州 漁業局 @ ゥラ ク )  l 

巧 みには驚かされ 

た。 この飲み方， 

食べ方など小さな 

ことからも大国的 

な国民の印象が 強 

く 焼き付いた感じ 

でホトホト 舌を巻 

いた。 

  宴会の終ったの 
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はおよそ 0 時で，それから 我々の専用船バリ 時には予定通り ネベ レスク ( 日本当時は本 

一ダ 一号の待機しているナホトカ 港 へ向い ， 斗 ) に到着し，その 間の所要時間は 約 45 時間 

25 日午前 l 時にナホトカ 港を出港した。 この であ った。 

      リーダ一号は 総 トソ 数 500 トソ で，海難 救 ネベ レスクに上陸前にはソ 連沿岸警備隊に 

助及び曳船の 兼用船とのことであ った。 ナホ よる簡単な，スポートの 検査があ った，ニの 

トカ 出港時相当の 北東風が吹いていたが ，進 検査を行なった 人は胸に ビ カピカの勲章を 沢 

むにつれてますます 風速が高まりウオートカ 山吊り下げ，相当位の 高い人のように 見受げ 

の酔いと船の 動揺とが重なって ，些か グ p ッ られ，常に顔には 笑を浮べて我々を 迎えてく 

キ 一の態であ った。 しかし酒の酔いが 治まっ れ，我々がサハリンの 祝祭を終えて ネベ レス 

てくるに従い ，全員その日の 昼頃 までには 平 クを離る時にも ，岸壁に立って 何時までも ヂ 

常に近い状態とな i,1, 元気に食事を 摂るよう を振っていた 人達の l 人でもあ った。 

になった " 特 化は依然として 続いたが翌日 22 ネベ レスク上陸後は 3 台の乗用車                               

の代表的な乗用車 

ボルガ ) に分乗し 

て ネベ レスク 侮具 

ホテルに入った ， 

直ちに又々歓迎の 

多 
宴が開かれナホト 

カ同様，山のよう 

な御馳走とウオー 

トカの攻撃を 受け 

ることとなった " 

しかし我々は 2 日 

間の船旅で些か 捷 
0 キプ チ ク 
ウ一 トカ               旨 のこと 
オ クチャプリスキー 
    オゼルチャ   
  
  ビバ 
  

  
    時 ，その間 3 時間 

  余りの宴会であ っ   
  た 。 この サ " リン 

ネベ レスク。   
  でも ナホトヵと 同 

  じであ るが， ソ連 

  
  人は良く飲み ， 良 

      く食べ ， 良く喋る   
      国民であ るという   

  印象を受けた。 飲 

  食 のことについて 

は ， さきに記載し 

たが，話し好ぎの 

方では誠に言葉巧   み @ こ 逸話などを喋 

り全員で笑 い こ 

け，その間に 飲み 
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食いといった 状態で， 昼 ・夕食 共 普通の日に っていて，浴槽ごとの 温度を測定すると 同時 

2 時間以上も掛けて 楽しみながら 食事をして に，松の葉 ( トド 松 らしい ) と泥を浴槽に 入 

  れて 1 人ずっ裸の我々を 案内し，砂時計を セ 

7 月 27 日は日曜日のため 我々の視察も 日程 ットした。 入浴時間と温度は 年齢によって 決 

にたく，午前には ネベ レスクの海員ホテルか められているらしく ，一番先に通訳の 三井さ 

ら ホルムスク ( 日本当時の真岡 ) のホテルに んが浴槽から 出るよう云われたが ，三井さん 

移動し，午後からは サナトりュ 一ム ( 保養   のは温度も低かったらしく ，まだ入っていた 

所 ) のチマイカ ( かもめの意味 ) で時間を潰 いと云ってみても 全く無駄で聴き 入れては貰 

した。 ソ連邦では 週 2 日の休日があ り，土・ えなかった。 逆に小生のは 湿 ．度も高く，泥の 

ロ曜口は全員休みであ るが，売店だけは 土曜 色と松脂の臭いが 強いので浴槽から 出ようと 

ロの午前中半日だけ 開店 し 日曜 ロは 完全に した 所 ，あ なたは。 この砂時計の 示すとおり 

全員休日となる。 サ ナトリ ヱ 一ム は 身体の悪 入浴しなければならない。 旨の通告を ぅげ ， 

い人だけが来る 所ではなく，休日又は 休暇を 仕方なく砂時計をにらみながら OK の指示の 

とった人が健康増進のために 自由に過ごせる あ るまで入浴していた。 入浴中は仰向けにな 

施設となっている。 我々の訪問したチ ャイカ っているが，この 看護婦長さんが 度々温度を 

という サ ナトリュー ム は海辺にあ って，サハ 測定に来るので 何となく イズ イ感じであ っ 

リンの短い夏を 満喫するべく 沢山の老若男女 た。 しかし，この サ ナトリュー ム で過した半 

が海水浴，日光浴をしており ，ここは温泉設 日は帰国後も 楽しい思い出として 今も残って 

備 があ って万病に効能があ ると院長先生が 話 いる。 

                    我々も勧められるままに 入浴する さて， 7 月 28 日からは実際に 視察調査が開 

こととしたが ，先ず 1 人ずつ年齢を 聴かれ， 始 されたが，その 前にソ連邦の 極東における 

これによって 入る浴槽が決められた。 浴槽は 漁業関係の組織について 図示すると 2 ぺ r ジ 

プラスチックの l 入用の細良いもので ，中に に掲げるよ 5 になる。 

は 約 "20cc 程の湯が貯められていて ，それぞ #, し 又 ，我々が視察を 行なつた場所を 図示する 

の 浴槽の頭の所には 砂時計が置かれていた。   
我 みに付き添っに 看護婦長さんは 温度討を持 

1. サハリンにおける 視察 ソ における滞在期間は 7 月 26 日から 南 
8 月 5 日までのⅡ日間であ るが，到着，出者 ハ 

                                      と ，実際の視察調査を 行 
なった口数は 7 日間であ った。 その間祝察し 視 

た 場所は下図のとおりであ る。 調査団の宿泊 

地はネベ レスクに 2%, ホルムスクに 5 拍， 

ユージ / . サハリンスクに 3 泊で ， 何れも ホ 

テルが宿泊施設として 与えられた。 

又 ，サハリソ滞在中は 3 台の乗用車が㌍     

上げられており 視察，移動などはすべて ， こ 

0 車によって行なわれた。 
なお，サハリンにおける 同行案内者は -F 記 

の とおりであ った。 

⑩チン p 一 ・サハリソ支所長 ル，ヤソツエ 

フ氏 

⑨同上，海洋魚類学研究室 ゼ ビードフ 氏 
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⑨サハリン漁業局試験室主任コールク 氏 小生が今回の 視察の中でソ 連に学ばぬ け れ 

⑥内務省所属，通訳 遠藤氏 ( 元日本人 )  ばならないと ぽ、 っ たことの一つに ，前述の漁 

獲量の決定方法があ る。 我が国の水産行政は 

A. チンロー・サハリン 支所の視察 この点で極めて 不充分であ り，真に資源を 永 

劫に維持するためには 一定の漁獲量を 決定 

チンロー・サハリン 支所はサハリン 西海岸 し ， これを各漁場，漁船に 割り当てて漁獲 さ 
の アントノーボに 所在し ，                                 せるといった 方法をと                                         
列島とその近海を 統轄 し ， l28 名の職員が種 のと思考する ，そのためにも 研究機関のデー 
                        なっている， タ一 を良く分析し ，行政の面に 反映させる       
ここの年間予算は 425,000 ルーブル ( 邦貨 いう仕組みが 必要であ ろうし，そうでなけれ 

換算 1 億 7 千万円 ) で， ここには下記のと お ば 魚族資源の維持は 到底むずかしいであ ろう 

9 6 つの研究室があ る。 と 思われる。 

の海洋魚類学研究室 次に各研究室の 研究内容について 記載する 

㊥サケ・マス 繁殖研究室           ここではサケ・マス 以外の視察事項は 大 
①海獣類研究室 部分を省略し 簡単に記載することをお 断りし 

㊤無脊椎動物研究室 ます。 

㊦海藻類研究室 

④漁業機械研究室 

この各研究室の 各テーマを記載する 的に， 

ソ連邦の極東地域における 漁業の漁獲量を 決 

定する方法について 申述べる。 

先ず，チンロ 一の下部組織であ る各チン p 

一 支所で各魚種ごとの 資源の評価を 行ない， 

この中から漁獲しても 再生産に影響のない 量 
を決定し，これを チ ソロ一の本所に 報告す 

る。 チンロ一本所はこれを 漁業省に進達し ， 

ここで種々の 検討がなされ 妥当な漁獲量が 決 

定され， これが極東漁業総局に 漁獲目標 け 

ルマ ) として指示される。 極東漁業総局はこ 

の指示に基づいて 更にこの数字を 各漁業局に 

配分し，各漁業局は 更に国営の各漁業船団， 

コンビナート ，及び民営のコルホーズに 細 配 

分するという 仕組みであ る。 なお， これら漁 

業団体が正当た 場所，漁具等を 使用し決め 

られた量だ け 漁獲しているかどうかを 監督 

し，違反があ れば取締 る 組織が， さきの漁業 

関係組織図の 中央に記載してあ る各地区の魚 

族資源保護再生産調整 局 であ り，そのために 

も漁業省の直轄機関になっているものと 思考 

される。 又 ， この機関は名称の 通りサケ・ マ 

スの 再生産 ( 人工ふ化及び 天然ふ化の助長 ) 業 

務をも実施しており ， 日本漁船を余 捕 をして 

我が国の新聞紙上にも 報道されているソ 連監 

視船はこの機関に 所属しているものであ る， 

  
①海洋漁 類 学研究室 

この研究室は 同支所中最大の 研究室で室員 

は 29 名，研究項目は 一般魚類の資源の 評価に 

ついてであ る。 すなわち，魚族資源が 減少し 

ない施策を考えていくこと ，資源の予想，確 

実な予報 ) をすること， 肝 らしい漁場の 探索 

と斬 らしい漁獲対象魚種を 発見することなど 

であ る。 研究魚種としてはスケソウダラ ， ニ 

シン，カレイ ，サバ， コマイ， ホッケその他 

であ る， 

資源の予報は 年間 2 回発表されるが ，その 

時期は 2 月と 7 月で，前者は 前年の漁獲から 

推算さ 荻 だものを基礎として 発表される予報 

であ り，後者は同研究で 研究した結果だげか 

ら推算される 予報との説明であ った， 

0 スケソウダラについて 
スバノ ウダラの漁獲 高は ソ連極東地域の 漁 

獲物 中 最も大きなウェートを 占めており， こ 

の資源は サ 。 リン西海岸 と西 カムチャッ カ の 

両方に存在している " サ 。 リン西海岸のもの 

は古くから漁獲していたが ， 西 カムのスケソ 

ゥダラ は 1963 年から漁獲が 始められ，現在の 

年間漁獲 高 はおおよそ 45 万 トソ とのことであ 

った 。 

漁法はトロールであ るが l 回の漁獲量は l4 

一 l6 トンで ， 多いときには 50 トンものスケソ 
ウダラが l 回のトロールで 漁獲されるとのこ 
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とであ った。 

①ニシンについて 

ニシンはサハリン 海域に広く分布している 

が 2 種類のものがあ る。 一つは北海道・サハ 

リンニシンといわれるものと 「以双は ， 極め 

て大きな資源量であ った㍉も 5 一つはサハリ 

ン海域にそれぞれ 独立したグルーブを 形成し 

て存在するローカル 群 とであ る。 

前者の減少原因については 濫獲によるもの 

であ ろうとの説明であ った。 

サ " リンで漁獲されるニシンは 毎ヰ -8,000 
一 9,000 トンであ るが，そのうち 前者の占め 

る割合は 40 一 50% で，残りは後者のローカル 

群であ る。 このローカル 群は北海道の 厚厚 湾 

に現存している 厚岸 ニシン と 同様の習性を 持 

っているもので 漁法は巾着網であ る。 

0 カレイについて 

カレイはサハリン 全域に 亘 って分布してい 

るが，最も多いのは「 コガ ネガレイ」で ，全 

体の 90% ぐらいを占めている。 漁法はトロー 

ルで漁期は 5 月一 10 月までであ る，年間漁獲 
量はおおよそ 2 万トンであ る， 

⑧サケ，マス 繁殖研究室 

ここの研究室は l8 名の室員によって 構成さ 

れ l3 名は研究者， 5 名は実験助手であ る。 こ 

この研究項目は 次のとおりであ る， 

⑨サケ・マス 資源量の評価 

⑨サケ・マス 再生産の効果 

⑨天然産卵の 状態調査 

⑨人工ふ化場の 能力向上 

⑨河川内障害物の 調査 

「サケ・マスの 産卵 尾数 」 

， ナ，、 リ ンの河川内の 産卵湯における 天然産 

卵 尼 数は，飛行機によって 観測調査する 方法 

と，実際に産卵 場 に行って調査する 方法とが 

あ る - サハ リン の河川内産卵数の 調査は 80% 

が飛行機によって 行なわれており ，その 河 Jll 

数は 70-80 水系を対象としている ， 

7 良行概観測は 高度 80- l50m, 速度 l50 ㎞ 

Ⅰ h で行なわれ， この高度と速度によって 産 

卵 場に蛇集 している親魚数を 推定するとのこ 

とであ った。 観測は河口から 飛行可能な場所 

まで上流へ行くが ，特に不明確な 場所は徒歩 

観測を行なうもので ，通常マスの 訴 上期に 3 

口実施している。 また飛行機は 1 日に 6 一 9 

時間 づつ， 3-4 日でサハリン 全部の サケ   

マスの産卵場を 調べ得る。 一刀，徒歩観測は 

4 一 5 名のグループで 20 一 30 河川を対象とし 

て行ない，河口部，中流部および 上流部の 3 

部分について 調べ，飛行機観測の 値を修正す 

る。 なお飛行機観測による 誤差は士 20% と推 

定されている。 

サ " リンにおけるマスの 産卵場の調査結果 
は 下図のとおりであ る。 

①魚が少なくあ まり調査されて 

いない。 

② 5 尾で /l00 ㎡少ない地域 

      ④ 40 尾 /l00 ㎡でやや多 い 地域 

  ④ 5 尾 /l00 ㎡で少ない地域 

⑨ ③ 50-70 尾 /  100 ㎡で ア ニワ 湾 

  で多い地域 

  ⑥ ァニヮ 湾でも極めて 少ない地 

  
域 

⑦ 100 尾以上Ⅰ l00 ㎡で最も多い 

柁 。 ， 地域 
⑧ 70 尾 /l00 ㎡で多い地域 

⑨ 5 尾 /100nf で少ない地域 

「サケ・マス 稚魚陸海員の 算定」 
サハリンの各河川に 湖上する シロザケ親魚 

は 85% が人工ふ化に 供されており ，残りの l5 

% が天然産卵をしている ， 又 ，カラフトマス 
は遡上親魚の 20% が人工ふ化に 供され， 80% 

は天然に産卵している 現状であ る。 

従って，稚魚の 降海星算定も 主としてマス 

稚魚を対象として 実施している " 更に，人工 

ふ化によって 生産される稚魚は ，ふ化場から 

の放流 尾数が ，そのまま陸海 量 として 見敬 さ 

れている。 但し，人工ふ 化による放流稚魚は 

河口に到達するまでの 間 ぐ 約 5-6%) に シ 

ロザケ は Qo/97 /0, カラフトマスは 9% 以下の減 

耗が 認められると 説明していた。 

稚魚の算定は 各地域を代表する 7-8 河川 

によって実施され ，その方法は 当 場 とほ ば 同 

様のトラップ 採集によって 行なわれている。 

観測河川の条件としては 川幅 l5-40m, 深い 

所で水深 150cTn くらい，普通は 水深 50 一 70 ㎝ 



  
の 直流の場所で ，河口から 3% くらい上流部 
にトラップを 設置している。 

トラップの 可到ま 50X50cm, または 100 X 

100cm 長さ 2m, 網目は 2 脇のサラソ糸織維 

を使用していた。 
l 河川に l -2 個のトラップを 設置し， l 

週間に 2 日だけ算定している。 すなわち， 1 

日日は l 値 だけを設置して 時間帯毎の算定で 

30 分おきに 5 分間だけトラップを 河川水中に 

入れ，これを 引 き あ げて採集稚魚 数 を算える。 

2 日日は 2 個を設置するが l 個は 1 日目と 

同じ場所で同じことを 行ない， もう l 個は l 

m おきに移動させながら 幅 全域に 亘 って通過 
する稚魚 数を 30 分ごとに 5 分間だけ算定し 

この両方のデーターから 陸海量を算定する。 

実施時期はレス ナ ヤ川 ( サハリン南東部 ) 

が最も早く， 4 月 20 日から開始して 6 月 30 日 

まで，他の河川は 大体 5 月 -f 月にかけて実 

施され，北の 方の河川は 5 月中旬 一 7 月上旬 

頃 まで行なわれる。 

レス ナ ヤ川のカラフトマスの 場合の降海事 

( 産卵数に対する @) は，過去 10 ケ 午に 亘 って 

調査がなされた 結果， 2.7%-27.7%  ( 平均 

15.5%) であ り，一刀この 川の親 魚 回帰率は 

0.41%-4.7%( 平均 0 ． 92%) とのことであ っ 

た。 ( 回帰率は降下稚魚数から 算出している 

らしい 力 

「サケ・マスの 人工ふ化」 

サハリン州には 2Q ケ 所のふ化場があ り， こ 

の中には千島列島ニトロフ 島にあ る 2 ヵ所の 

ふ化場も含まれている。 

l968 年の放流稚魚数は 約 6 億 尾 であ り， 

196W 年もほ ば 同じくらいであ ろうとのことで 

あ った。 

サケ・マス繁殖研究室ではふ 化場の能率 

( 即ち，回帰率 ) があ がるよ 5 に，放流稚魚 

の 体質向上に重点をおいて 研究を行なって し 
るが，最近放流稚魚が 降 海 出来る状態になっ 

ているか， どうかを 確 める研究を始めた。 こ 

の降臨時期の 判定は，稚魚の 体内細胞の核質 

の 一部であ るデオキシリボ 核酸 CDNA) と， 

細胞の核内の 仁に含まれているリボ 核酸 (R 

NA) の量を測定して 行なっている。 但し， 

この研究は始めたばかりで ，未だ実際には 判 
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然 とした結果が 得られていないとのことであ 

った。 

また，人工ふ 化された稚魚の 酸素の消費量 

をいろいろな 角度から検討しており ，サンプ 

ルとしては人工ふ 化稚魚の対比ということで 

天然生産稚魚も 使用していた。 その結果は次 

のとおり。 

①稚魚の呼吸器官の 働く時間中に 2 度のピ 

ークがあ り，朝の 6-l0 時と夕方 7-l0 

時であ る。 

②体重量単位についてみると ，体長が大き 

くなると全体の 酸素消費量は 多くなる 

が，単位当りの 消費量は低下して 来る。 

③稚魚が棲息し 得る限界の溶存酸素量は ， 

2,0 一 2.5me/ Ⅰで， これ以下では 舞 死 

する。 

④人工と天然によって 生産された稚魚の 酸 

素消費量は，天然に よ る稚魚の方が 多い。 

⑤稚魚が 摂飢 するいろいろの 餌の種類によ 

って酸素の消費量が 異なる。 

「サケ・マス 稚魚の餌 料 」 

稚魚の成育は 餌の良否によって 大きく左右 

されるが，人工ふ 化場ではこれまで 河川内 餌 

料の有無を確めずにサケ・マス 稚魚を放流し 

ていたこともあ るが，現在は 予め河川内餅糊 

生物の現存量を 調べ，適正放流数を 決めて放 

流している。 

サケ・マス稚魚の 天然 餌料 として利用され 

る河川内底生々物は 68 種類に及んでいる。 こ 

のうち最も多く 利用されているものは「 ュス 

リカ」の幼虫で ， 次いで「カゲロウ」「カワ 

ゲラ」「トビケラ」の 各幼虫の順であ る。 

「 ュス リカ」の幼虫はサケ 稚魚 l00 尾のう 

ち 86 尾の稚魚が 摂鈍 しており，サケ 稚魚 l 尾 
の胃の中に l7 個体の「 ュスリカ l の 幼虫が 認 

められ，金浜餌量の 50% は「 ュス リカ」の幼 

虫で占められ ，残りの 50% は「カゲロウ」「カ 

ワゲラ」の幼虫が 大部分で，「トビゲ ラ 」の 

幼虫は l% 内外であ る。 「 ュ スリ 力 」の幼虫 

の中でも 6 種類のものが 特に多い。 

サハリソの河川における 河床 l 2 当りの底 

生々物の量は 3,417m9 一 5,93gme であ るが， 

流下量が加わるので 4 一 7 月の稚魚降下期の 

平均は 1 ㎡当り 5,89gme となる。 これは， 殆 
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んどのものが 利用出来るものであ るが， この 

うちど hl ナどげ 利用するかが 大切であ り， これ 

に合せて稚魚の 放流操作をしなければならな 

い。 なお上記の現存星のほか ， 4-7 月の間 

に底生々物の 新陳代謝が行なわれるので ，実 

際には l ㎡当り 4.3 倍のものがそこで 生産さ 

れることになる " また底生々物の 量は 4 月が 

最も多く次のピークは 6 月であ り， この量を 

算定することによって 適正放流 尾 数を推定出 

来るものであ る。 

「サケ・マス 稚魚の沿岸調査」 

サケ・マスの 来遊量を増大させるに は 稚魚 

の餌料 ，河川環境条件，沿岸の 条件が整って 

いなければならないがこの 研究室では 西サ 。 

リ ンの沿岸において ，前年度から 稚魚の生態 

的な研究を始めた。 幸いサハリンの 南西海岸 

は遠浅で天然 餌 料の発生が多い。 即ち岸から 

lno-l5Qm の所に岩礁が 帯状に並んでおり ， 

この間は最深部でも l00 ㎝よりなく平均水深 

20-30cmr で，且つ外海からの 波の影響を殆ん 

ど 受 げないため，節料の 発生条件が極めて 良 

好であ る。 従って人工，天然いずれの 稚魚も 

二の中に相当の 期間滞留し，大型稚魚となっ 

てから外洋に 回遊を始めることが 認められ 

た 。 このように，外洋と 区画された水域をも 

つ沿岸は ネベ レスクからピ コ一 ネルまで l00 

脇にも及んでおり ， この間のサケ ，マス稚魚 

の生態を調査した 結果次のようなことが 判っ 

た。 

シロ ザケ 稚魚が二の水域 ; こ 滞留する期間は 

4 一 8 月であ るが，大部分のものは 6 月始め 

に外洋に移動を 開始し， 6 月末には少数のも 

のが認められるだげとなる。 

マス ( カラフトマス ) 稚魚も シロザケ 稚魚 

同様 4-5 月には大量にこの 水域で認められ 

るが， 6 月には 殆 んど認められない ，しかし 

8 月， 9 月には外洋でも 沿岸に極めて 近いと 

ころでマスの 当歳 急 が認められる。 

稚魚の体長， 体 屯は次のとおり。 

シロ ザケ 稚魚の成長 

⑥ 5 月 体長 34 一 54% 

佐申 2;0-l,l8ome 

⑥この水域に 降下してきた 稚魚のその月の 

体長の増加 よ l ゲ 月間で 9M1 (25%), 

体重の増加率は 68.5% であ る。 

⑥ l 昼夜の平均体長の 増加は 0 ． 3 伽 

⑨ 4 月 l 昼夜の増重量は 8.lmg 

⑥ 8 月 l 昼夜の増重量は 44.2mg 

⑥ 8 月には体長 h8%, 体重 3.0e となる。 

この ょ 5 な浅瀬の水域 中 ，南側では全期間 

に 亘り 大型稚魚が採集され ，北側のもの よ り 

遥かに大きく 健全であ り，その肥満 度は 

4 月… F= l .04 

8 月… F=l. け （ 肥満庭   

シロザケ 稚魚のこの期間の 摂餌は極めて 旺 

盛であ るが，各月共同じではなく 5 月が最も 

多い。 5 月の摂 餌 率は最高 504 で， 6 月の最 

低は l08 であ った。 

L 摂餌率 = 宮内観 料量 B  .W Xl0 ， 000   
餌の主なものは「 ョコヱビ 」類の他，「 チ 

カ」「キュウ リ ウオ」などの 稚魚が認められ 

た。 

l 昼夜を通じて 摂 餌量が多く認められたの 

は朝及び夕方に 採集した稚魚からであ り，逆 

に少ないのは 昼で l/l.5, 夜は l/3-l/ 

4 程度となる。 

この浅瀬の水域に 棲息する 害魚 としては l4 

種類が認められ ，「アメマス」が 最も多くの 

稚魚を捕食しており ，「ホッケ」がその 次に 

多く稚魚を捕食している。 「カジカ」の 食害 

は認められなかった ， 餌の競合 種 としては チ 

力の幼魚が認あ られた。 

以上サケ・マス 稚魚の淡水域，沿岸域の 生 

態的研究について 記載しましたが ，その結果 

からみてもサハリンでは 我が国とほ ぱ 同じく 

らいの知見をもって 人工ふ化事業を 実施して 

、 、 も やにうかがわれた。 

「シロ ザケ の再生産 @ 

サ 。 リ ンにおける シ p ザケ の再生産は， 85 

% が人工ふ化で l5% が自然ふ化であ る， 

人工ふ化は サ 。 リソ l8 ケ所， ニトロフ高 2 

ケ所 C 計 20 ケ 所で行なわれており ，自然ふ化 
は北 サ 。 リンのトタイム 川他 多くの河川で 行 

なわれている。 

次に シロザケ の回帰率を年齢別にみると 次 
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の とおりであ る。 

2 千 (3 年生 )   
3+  C4 年生 ) 0 ． 38% 

4 + C5 年生 )   
5 +  (6 年， 生 ) 非常に少ない 

文香ふ化場ごとの 回帰，率を示すと 次のと お 

りであ る。 

カリーニンスキー 0 ． 68% 

ソコ リニコフスキー   
マ ス / モルスキー   
ソ コロフスキー         @  0.7l% 
この結果からだ け みると我が国の 方が回帰 

率の高いことがうかがわれる。 

「森林の伐採限度の 調査」 

文明の進化に 伴 5 自然の破壊は 著しく， サ 

" リンにおける 魚類の数と森林の 量とは大い 
に関係があ る。 従って，サケ・マス 繁殖研究 

室では 東 サハリンのネル ペ チヤ川を使用し ， 

マスの天然産卵による 再生産に必要な 森林の 

面積について 調べている。 この川はまったく 

未踏の森林に 囲まれているため 特に選定した 

もので，先ず 3 ヵ年に 亘り 自然産卵の状態を 

観測し， 3 年後にその流域の 50% の森林を伐 

探 して産卵状態の 変化を調べる。 若し 50% の 

森林面積を伐採後に 再生産に変化がなかった 

場合には，毎年少しずつ 伐採面積を拡張して 

マス再生産に 影響のない森林伐採の 限度を見 

出し，その限度を 森林関係機関に 指示するも 

のであ る。 特に 南 サハリソには 森林が 殆 んど 

ないので植林をする 場合の指針ともなる。 こ 

の調査は 1968 年から始められ ， 1972 年に 50% 

の伐採が予定されている。 

このような調査は 我が国では到底出来ない 

であ ろうが，今後これに 類似する調査，即ち 

河川水源 浦 叢林の必要限度，各種ダムの 湖同 

性魚類に及 はす 影響，防虫剤および 殺鼠剤の 

散布と，棲息魚類との 関係など営林機関との 

提携による各種調査の 必要性が痛感された。 

また， サ " リンでは河川内での 砂利採集 は 
一切禁止されており ， この点でもサケ・マス 

資源の保護に 力を入れていることが 5 かがわ 

れた。 少し余談ではあ るが， このためであ ろ 

うか サ 。 リソ の道路は舗装道路以外は 殆 んど 

砂利がなく，各所が 泥沼の様相を 皇しており 

乗用車の運行が 難しいくらいであ った， 

以上の他，サケマス 繁殖研究室で 日ソ双方 

それぞれ質疑応答を 行なった結果， ソ連側か 

ら回答のあ ったことについて 記載する，   
稚魚の河川内減耗の 中で最も大きな 原因 

と考えられるものは 害魚 による食害であ 

り加害の大きいものとしては「アメマ 

ス」「オシ ョロ コマ」「ヤマ ベ 」「イトゥ」 

の順であ り，「ウバイ」「カジカ」の 食害 

は少ない。 
⑥稚魚の放流適期について 

サハリンのふ 化場では放流期に 達した稚 

魚の健康度を 考え ， 且つ増水との 関係も 

考慮して人為的に 放流している。 特に水 

温 3.0 。 C 以下，増水のときには 放流しな 

いことに決められており ，増水 期 が過ぎ 

た 5 月中旬が放流の 適期と考えられてい 

る 。 

⑨稚魚の摂 餌 率について ( 淡水域 j 

4 月中の平均授爵率は 20 

5 ク   前半 27, 後半は 

6 ク   ク 76, ク 56 

全期間の平均は 56 であ る " これは シロザ 

ケ 稚魚のものであ り， 摂餌 率の計算方法 

は稚魚の沿岸調査の 項に記載してあ る。 

⑥稚魚の人工的給餌について 

サハリンのふ 化場における 稚魚 c 餌料 と 
しては冷凍スケソウダラの 卵を与えてお 

り，補助として 飼育池内の底生生物を 摂 

飢 するようにしている。 飼育池への放養 



サハリン・カムチャッ 力 視察                                             

密度は nf 当り 3,000 尾で 3 月から給餌を 

開始し， 4 月に飼育 池 に放養して本格的 

な給餌を行ない 5 月末まで継続実施する。 

給餌量は稚魚体重を 測定して決定す 
る。 即ち， 500mg 以下は体重の 3%500 

mg 以上は体重の 4% をそれぞれ l 尾 l 

日の給餌量として ， ; スケソウダラ」の 

卵を袋から出して 与えている。 サ " リン 
における l968 年の総給餌量は l20 トンで 

あ った。 

また， 自然の河川 l を広岡して飼育池と 

している所は ， l ㎡当り l,000 尾を放養 

して給餌する。 稚魚には l 口 3 回給餌し 

ている。 

⑥河川水質の 汚濁防止について 

サハ リン の河川中，現在水質を 汚濁し 

ている工場 ( 製紙工場 ) は l 力所 あ る 

が，他のものは 全都廃水を直接海に 流す 

ようにしている。 しかも河口から l 脇 以 

内には放水させないようにしている。 我 

が国ではこの 点が未だ徹底していないよ 

うなので，今後工場廃水の 放水個所につ 

いても規制をする 必要があ ろう。 

⑥サハリンにおける 人 1 増殖 事 菜の基本的 

な考え方と今後の 在り方について 

このことについてはサケ・マス 繁殖研 

  究室長の カ ニージェフ氏が 説明したもの 

を記載する。 

サハリンにおけるサケ・マスの 人工増殖 

㌍ シロザケ 85%, マスの 20 分について 行 

たっているが ，資源 号 としてはマスの 方 

がⅢ 倒 的に多いので ，サハリンでは 人工 

増殖よりも天然増殖の 方が多いことにな 

る， 未 だ一般 附 r は人工増殖の 効果を過 

少評価するきらいがあ り， これは長い間 

に亘 って 人 Ⅱふ化の結果があ まり良い効 

果を示していなかったためであ ろうと思 

われる。 

しかし，現在の 人に増殖はあ る点にお 

いて自然増殖よりも 良い条件におかれて 

いる。 その点は次のとおりであ る。 

め糊魚を完全に 利用出来ること ， 

レス ナ ヤ川のデータ 一で判る通り． 50 

万屋の 親 魚が 9 年間に産卵した 結果 4,000 

  
万 尾の稚魚を生産した。 人工ふ化でこれ 

だけの稚魚を 生産するには 7 分の 1 の 親 

魚で充分であ り，残りは 魚獲 の う え取揚 

げることが出来る。 この点が - 般に認め 

られていないと 思う 。 

㊥稚魚は職員の 手の中に入っているので   

充分な管理が 出来る。 

現在， サゲ ，マスの回帰率を 向上させる 

努力がふ化場の 職員によって 種々 行 なわ 

れているが，先ず 稚魚の食欲を 旺 盛にす 

る 環境を与えて 強く大きい稚魚にして 放 

流し， しかも餌には 自然的成分が 含まれ 

ているものを 使用し，放流適期 ( 適当な 

大きさ，強さ ) に達するよ 5 努力する。 

放流適期に達した シロザケ 稚魚は 1 週 

間以内に降 海 するが，そうでない 稚魚に 

40-45 日間も淡水に 滞留している。 この 

ような操作により 放流された稚魚は 害魚 

から逃れる プ J を与えられ，実験結果から 

も逃避能力をつげられたことによって 減 

耗が少なくなった。 

一刀，人工ふ 化稚魚が池中で 逃避能力 

を 与えられている 背 こも，天然の 稚魚は 

相当数のものが 古点 に 食害されている。 

即ち人工ふ化の 稚魚は l00% 害 魚から 

逃れる力を与え 得るという可能性を 含め 

ているということであ る。 

⑧人工ふ化の 効果 

ふ化場の多くあ る地域のサケ・マス 資 

源の変動はあ まりなく，特に 5,000 万 尾 

以上の稚魚を 放流しているふ 化場の海域 

は つねに資源量が 不変であ る。 これは， 

人工増殖の効果が 表面に出た現象であ 

り ，人工ふ化の 偉大さを表現しているも 

のであ る。 

ロソ 両国共，沢山のサケ・マスを 必要と 

しているが資源は 漸減しており ， この原 

因としては人工ふ 化への非積極的な 考え 

方があ るためと考えられ ， サ 。 リンのチ 

ン p 一では人工ふ 化を拡大したいと 思っ 

ている。 

また，カナダ ，アメリカでは 自妹 産卵 

の池を造り，この 人工 池 で天然産卵をさ 

せているし， ソ連では産卵床を 河川内に 
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  サハリン・カムチャッ 力 視察 

造っているが ，この 2 通りの方法によっ 以上「カニージェフ」氏が 当方の質間に 

て 資源が増加するという 保障は何もな 対して答えたものであ るが，サハリンに 

  おけるサケ・マス 人工ふ化事業に 対する 

サケ・マスの 回帰率を高めるためには ， 考え方，今後の 在り方について 率直に説 

ふ化場で稚魚を 生産する以外に 方法はな 明したものと 受け取れた。 但し， この 考 

      確信する。 もっとも， 自然産卵の人                         ン だけのもので ，決して ソ 
工池 ，河川改修に よ る産卵床の造成など 連邦を代表しているものではないことを 

でも資源を増加させることは 出来るが， 特に附言ししておぎた L       

人工ふ化 程 急激に且つ 言 」・面的に増加させ ③海獣類研究室 

ることは出来ない。 ㊤無脊椎動物研究室 
                                                                            ⑧海藻類研究室 
魚の放流 数を l0 億尾 にする考えであ ると ④漁業機械研究室 

同時に，マスの 人工ふ化についても 大い サハリンのチンロ 一では③ - ④までの各所 
に 力を入れて行く 心算であ る。 究 室も視察したが ，サケ・マス と殆 んど関係 

従って， カムチャッ カ においても全部 がないので内容は 省略する。 

人工ふ化で行なうべきであ り，そのため 以上がサハリソのチン ワ 一で説明を受けた 

にも増殖専門家会議の 開催を早める 必要 概要であ り， ここでの 4 日間に及ぶ視察を 終   了した。 

レス ナヤ 川におけるカラフトマス 再生産一覧表 Ⅰ 960 年 -l968 年 ) 

    
年次 一一・               一 区分 1960   1961ー・   1963                         l966 一一 1967   1968   平均 
親 点数 

500 
    

6.5   15,5 

          帰 率     
⑥ l 尾平均 苧卵 数は l,60CH 粒   ⑥ 回帰率は天然・ 人工の両方で 生産された稚魚数から 算定した。 
サハリン千島主要河川から 降下した天然産卵によるマス 稚魚 数 

(1964 年 -1968 年 )  ( 単位二千 尾 ) 

                名 地区 名 64 年 hW 年 ・ 66 年 67 年 68 年 

① パ コスナーヤ 西海岸 21,946 180 l8,852 730 46,850 

② リ ユートカ   ア ニワ 湾 16,555 40 ， 662 l6,940 64,570 74,997 

③ フウ オストフ カ ク 5,361 一 5,500  24,500  8,500 
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サハリン・カムチャツ 力 視察                                                                                                                                                                                                 

④ポロナイ 東海岸 75.3 卵 10,862  69,871  20,568  112,895 
⑤ ラゾヮ一ヤ       6.000 1.276 一 
⑥フイルソフ カ ク     9, Ⅰ 61 Ⅰ， 935 一 

⑦ イナヌシ o@ 21,800@ 16,500@ 13,600@ 9,049@ 5,090 

⑧レスナ サ o@ 77,532@ 69,897@ 28,200@ 48,500@ 26,700 

⑨オーリヤ 千 島 8,000  10,000  6,500  6,800  l2,500 

196B 年度サハリン ，千島のサケ・マス 沿岸漁獲 高 

( 単位二トン ) 

漁区区分 戸 別 マ ス サ ケ 計 建網 数 

⑨サハリン西海岸 
1,858.[ Ⅰ 5 月月 67 1,858., 1,393.9 一一 l,393.9 17 

( り Ⅱ 言   .) 3,252.0 一 3.252.0 

2.017.3 62   一 651., 651.2     3,930.6 852.8 4,783.4 

⑨ 千 
969.' 17 一一 2,481.0 17 

てり 、 引， ) 3,450.7 一 3.450.7 

( 合 言十 》 10.633.3@ 852.8@ 11,486.' 

何 67 年度サハリン・ 千島のサケ・マス 沿岸漁獲 高 

( 単位二トン ) 

漁区区分 戸 別 マス サケ 計 建網 数 曳網 数 

97.,  8  一 

⑥サハリソ西海岸 6 月 3,969.,  - 3,969.[ 18 一   4.428.2  26  一 

てく 」 Ⅰ 旨 十 ) 8.494.4  一 8,494.4 

6%6.7 一 646.' 16 一 

7 月 4,558.7 一 4.558.7 87 一 

⑥サハリソ東海岸 8 月 7,027.6 120.6 7,148.2 87 一 

  
919.0 350.2 Ⅰ， 269., 4 Ⅰ 一 
一 137.0 137.0 一 一 

( 小 計 ) 13,152.@  607.8  13,759." 

( 全サハリン 計 ) 21,646.4  607.@  22,254.4 

198.8 一 198.8@ 28@ 17 

⑥千 2,817., 36 22   246.5@ 31@ 12 

( りへ 言 「 ) 3,262.7 一 3,262., 

《合 計》 24,909., 607. 。 25,5 Ⅰ 6.9 

数
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86.0 一 86.0     

4.647.0 一 4.647.0 15 

⑩サハリン西海岸 
56.7 15l0.6 567.2       2,l22., 2,t22 。   
  300.6 300."     6,916., 3.l30.3 9.750.0 

201.9 一 20l.9 16 

2,246.6 25 

4 列・， 19 

月   239.5 239.5 19 

  441., 44l. 。 19     47.3 47.3 19 

C パ、 Ⅱ ) 2,8 け ．， 788.6 3,607. 。 

( 全サハリン 目 ) 9,438.8 3.918.9 13.357.7 

  7 月 680 ・ 0  一 680.0 

8 月 l,520.0  一 1,520.0 

⑥ 千 島 [ 9 月 200.0  110 ・ 6 310.6 
10 月   l74.6 174.6 
  l1 月   482.[ 482., 

C ⅠⅡ i,+) 2,400 ． 0 767., 3r167., 

く， @  1, 十 》 11,838.8@ 4,686.2@ 16,525.o 

B. サ /Y リン漁業局の 視察 
サケ・マス缶詰は l0-15% を占めている。 こ 

の工場の従業員数は 約 1,500 名で 80% がな性 
同局の管轄 下 にあ る ユージ / . サハリンス てあ る。 

ク ， ホルムスク 両 加工コン ヒ ナート と ホルム サハリンにはこのような 加工コンビナート 

スク， 子 ベレスク 両 遠洋船団本部 及ひ プラウ か 7 カ所あ りホルムスク ，コルサコフ ，ポロ 

タの 漁茉 コルホースを 視察したの て ，その概 ナイスク，アレキサンタレフ ， ユージ / サハ 

要を記載する。 リンスク， 北 千島，色丹島てあ る。 

の水産物加工コンビナート これらコン ヒ ナートでは漁業コルホーズ 

ユージ /   サハリンスクの 加工コンヒナ 一 ( 民営 ) からも魚類を 購入しているが・その 

セの年間生産金額は 4,475.000 ルーブル ( 邦 価格は下記のとおりであ り，この価格は 極東 

貨換算 18 億円 ) であ り，ホルムスクの 加 1 コ 漁業総局全部の 統一価格てあ る。 
ンヒナ @  トは 20.000,000 ルーフル ( 邦貨換算 マ ス             l00 ㎏当り 44 ルーブル 

幼 億円 ) てあ る。 ( 邦貨換算 17,600 円 ) 
ユー ンノ・サハリソ スク の工場ては 博 製品                     100 ㎏当り 5 ルーブル 

のほか，消費地に 所在するため 魚の油揚げな 一 タ フ - ( 邦貨換算 2,000 円 ) 

ど ，そのまま食用と 出来るものを 多く生産し カレイ…… 100 ㎏当り 26 ルーブル 

ている。 ( 邦貨換算 10,400 円 ) 
ホルムスクの 工場は主に缶詰を 生産してお ㊥遠洋船団 

り ，ここの缶詰工場はサハリソ 最大のもの て ホルモスク， 不 ベレスクの遠洋船団本部を 

年間 1 千万個の缶詰を 生産しており ，その中 訪問した際の 概要を記載する。 

ユ ． 3? 
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この遠洋船団は 国営のもので 漁船をそれぞ 

れ 50 隻くらい所有しており ，主にトロール 漁 

業を行なっている。 漁船は冷凍 加 1 母船 1 隻 
に 7 一 l0 隻くらいの割で 船団を形成して 漁場 

に行き，漁獲物は 母船に揚げられて 製品 ( 缶 

詰，冷凍など ) にされる。 母船は 5,000- 

7,000 トン級で一般の 漁船は l00 トンくらいで 

あ る。 操業区域はサハリン 千島列島附近から 

べ 一 リング，オホーツク 海であ り，コルサコフ 

の遠洋船団 ( 視察しなかった ) などは大型 漁 

船が 多いため，遠くアメリ ヵ まで操業区域を 

延ばしているとのことであ った。 

また昨年，太平洋の 伊豆 沖で サバの春陽網 

を試験的に行なった 旨のことも説明していた 

が，その当時，日本の 新聞で大いに 話題にさ 

れたことであ もり興味深く 質問したが，漁獲 

成績はまったく 振わなかったとのことであ っ 

た。 更に，昨年から (1969 年 ) 北太平洋で流 

し網を使用してサケ・マスを 漁獲するべく 試 

験 船を 2 隻出したが成績が 悪かったとの 説明 

であ り，本年も試験操業を 行な う とのことで 

あ った。 

いよいよソ連邦も 日本同様サケ・マスの 沖 

取り漁業を行な う べく準備をして 来たものの 

ように感じられた。 

これら遠洋船団の 年間漁獲目標はそれぞれ 
l0 万トン， 11 万 トソ であ り，魚種としては ス 

バノゥダさ が目標の約 50%, 残りがニシン ， 

ヵ レイ，サンマ ，サバなどでサケ・マスは 殆 

んど 漁 慶していない。 

この両船団本部の 訪問では日本の 漁 携 技術 

を 高く評価している 言葉が 度 々 出ていたが ， 

特にマグ p, サバの漁獲 高 ，漁法等について 

逆に質問され ，少し ンソッ コイと云った 感じ 

であ った，何しろ ，船団を訪問すると 先ず木 
部長の部屋に 案内されるが ，我々が中央の 本 
部長と向い合って 坐り，その周囲を 船団の幹 

部 l5-l6 名が取り巻く 形となり，裁判所の 被 

告のよ 5 な 感じで，我々の 質問が終るか 終ら 

  
ないかの間に ，周囲の幹部からいろいろと 質 

問が飛び出して 来るのには閉口した。 しか 

し，お互いの 質問に対する 回答はつねに 和気 

諾 々 の中に行なわれ ，儀礼的な面よりもむし 

ろ親密的に感じられた。 

④プラウダの 漁業コルホーズ 

コルホーズとは 民間の漁業団体で ，我が国 

にもあ る一般の水産関係の 会社とあ まり変り 

がない。 従って利益の 追求に真剣であ り年々 

その成績が向上し ， l 人当りの所得も 多くな 

って来ている。 このため， コソビナートの 従 

業 員の所得との 較差が大きくなって 来てい 

る。 それで利益の 中からの設備投資も 盛ん 

で，漁業コルホーズは 段々大型漁船を 購入し ， 

中には冷凍母船を 所有するものもあ るなど大 

型化の傾向にあ る。 

プラウダの 漁 、 業コルホーズには 400IP の 漁 、 

船 @ 隻 ， 300 穿の漁船 6 隻の計 7 隻があ り， 

1969 年の漁獲目標 ( サハリン漁業局から 指示 

される ) は 20 ， 000 トンで，この 内訳は 9,000 

トンがスケソウダラ ， 2,000 トンがマス，残り 

はニシン，サンマなどであ る。 

このコルホーズでは 遠洋漁業の他にプラウ 

ダの 沖合約 500m, 水深 22m のところに 4 ； 

統の定置網を 設置し， 1969 年には 2,000 トン 

のマス ( 漁獲目標の中のマスは 全部定置網で 

漁獲している ) を漁獲したとのことであ っ 

た。 定置網の設置期間は 6 月一 7 月の 2 カ月 

間であ るが，漁獲目標の 2,000 トンに達した 

ら操業を停止するものであ る。 

このようなコルホーズはサハ りソ に l0 力所 

あ るが，このプラウダのコルホーズは ，これ 

ら l0 カ所の中で 2 番目に純利益が 多く，その 

金額は l968 年 @50 万ルーブル ( 邦貨換算 6 億 

円 ) に達し毎年着実に 増加している。 

以上で今回の 報告を終り，次回にはサハリ 

ンにおける人工ふ 化場の現況とカムチャツ カ 

のサケ，マスの 現況について 報告します。 

( 農林技官 渡島文場 ) 
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